
 
 

 
 
 
 
 
 
  

6.7

4.0

13.5

6.4

14.0

11.6

42.2

29.0

45.9

44.0

36.1

45.4

33.4

40.3

8.3

19.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

授業課題のため図書館の資料、文献やWeb上の
情報を利用した

授業時間外に他の学生と一緒に勉強したり、授業内容
を話したりした

教職員に学習に関する相談をした

目的意識を持って授業に出席した

学習行動

まったく
しなかった

あまり
しなかった

ときどきした ひんぱんにした
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3.7

7.1

5.7

3.5

8.9

24.5

27.3

33.9

7.8

40.5

50.1

44.2

49.4

30.0

40.6

21.8

21.4

11.0

58.7

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学生が自分の考えや研究を発表する

授業中に学生同士が議論する

教員と学生の双方向の授業

社会や将来の仕事と結びついた授業

調査データを活用した課題解決に向けた授業

学習機会

まったく
なかった

あまり
なかった

ときどき
あった

ひんぱんに
あった
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5.4

21.2

17.9

36.8

35.2

32.0

41.5

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門科目

一般教育科目

学びの興味・関心

あまりなかった １－２割ほど
あった

３－４割ほど
あった

５割以上
あった
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3.5

6.2

14.2

3.9

6.7

12.8

19.9

8.8

47.2

46.2

42.2

51.6

42.5

34.7

23.8

35.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門教育・所属学科の授業

ゼミ・研究室などの教育内容

課外活動

大学での経験全般

成長実感

思わない あまり
そう思わない

やや
そう思う

思う

保健学部 



 
 

 
 
 
  

3.4

7.1

3.9

2.2

9.4

8.6

13.0

16.9

6.2

29.7

55.3

43.7

59.2

40.1

47.7

32.7

36.3

20.1

51.4

13.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

専門教育または所属学科の授業

ゼミや研究室などの教育内容

大学が求める水準に応えて学習する

将来の仕事と授業内容の結びつき

オンライン授業

教育内容 満足度

まったく
満足していない

あまり
満足していない

やや
満足している

とても
満足している
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5.7

2.5

16.2

17.9

6.7

28.8

53.0

39.1

39.3

23.4

51.6

15.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

E.教員との人間関係

F.友人との人間関係

G.課外活動

人間関係・課外活動 満足度

まったく
満足していない

あまり
満足していない

やや
満足している

とても
満足している
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5.9

8.4

12.3

8.6

10.3

3.7

2.7

10.6

34.7

4.2

7.6

30.9

37.6

38.1

33.2

40.8

15.0

11.5

23.6

45.0

18.4

30.4

52.8

43.8

40.0

47.0

38.8

57.3

55.0

48.7

16.0

59.2

48.6

10.5

10.1

9.6

11.1

10.1

23.9

30.9

17.0

4.2

18.2

13.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

文章表現の能力

数理的な能力

社会・経済に関する知識

プレゼンテーション能力

リーダーシップの能力

人間関係を構築する能力

他の人と協力して物事を遂行する能力

コンピュータ操作能力

外国語運用能力

目的を設定して、確実に行動する力

新しい価値を創造する力

卒業時の知識・能力

まったく
身につかなかった

あまり
身につかなかった

身についた 十分
身についた
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3.0

1.9

2.4

2.2

9.6

8.9

11.0

9.3

9.9

27.5

60.2

61.7

56.7

60.4

48.7

27.8

25.5

31.7

27.5

14.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

各学科に求められる基本かつ実践的能力

問題解決能力

コミュニケーション能力を生かし医療・保
健へ貢献する能力

高い倫理観と社会的責任遂行能力

国際的視野を持って適応できる知識・技術
の活用能力

ディプロマ・ポリシーに定められた学修成果

まったく
身につかなかった

あまり
身につかなかった

身についた 十分
身についた

保健学部 



総 評：保健学部 
 
保健学部の卒業生に対し、学部ディプロマ・ポリシーに定められた学修成果が身についたか否かのアンケートを行った。その結果、「高い倫理観
と社会的責任遂行能力」「コミュニケーション能力を生かし医療・保健へ貢献する能力」「問題解決能力」「各学科に求められる基本的かつ実践的
能力」については、それぞれの項目で 87％以上の学生が「身についた」と回答した。しかし、「国際的視野を持って適応できる知識・技術の活用
能力」では 37.1％の学生が「見につかなかった」と回答した。37％の学生が「身につかなかった」と答えた要因の一つとして、新型コロナウイル
ス感染症の流行に伴う海外研修の中止が影響していると考えられた。これらの結果より、学部ディプロマ・ポリシーに定められた学修成果は、在
学中の学習によりほぼ身についていると判断された。 
 在学中の学習行動に関するアンケートでは、64.6％の学生が「目的意識を持って授業に出席した」と回答しており、79.3％の学生は「授業課題
のため図書館の資料、文献や Web 上の情報を利用した」と回答している。特に専門科目の 5 割以上で興味が持てたと回答した学生が 41.5%存在
した。 
 教育内容の満足度では、「専門教育または所属学科の授業」に対して 88％の学生が満足と回答しており、「将来の仕事と授業内容の結びつき」に
ついて 91.5％の学生が満足と回答した。これらの結果より、各学科の教育内容への満足度は高いといえた。 
 成長実感については、「大学での経験全般」は 87.4％で、また「専門教育・所属学科の授業」では 89.7％の学生が成長実感ありと回答した。 
卒業時の知識・能力に関する 11 項目のアンケートでは、特に「目的を設定して、確実に行動する力」「他の人と協力して物事を遂行する能力」が
身についたと回答した学生が、それぞれ 77.4％、85.9％存在したことから、現在の学部教育により、将来、保健医療分野の職業において十分な実
力を発揮できる人材が養成されていると確認された。 


